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国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高
地区）のイルミネーションが 11 月 3 日から
来年１月 6 日まで行われています。（点灯時間
16：30 ～ 21：00）7 日の取材時には会場に多く
の人が訪れ、色とりどりの光の競演に歓声が響
いていました。また、市内では次の会場でも
イルミネーションが冬の夜を彩

いろど
ります。

・八面大王足湯　光の安曇野伝説
12月1日～１月31日（点灯時間17：00～22：00）

・ビレッジ安曇野 Azumino. 光のページェント
12月1日～１月31日（点灯時間17：00～23：00）

・穂高神社　安曇野神
か み あ か り

竹灯
12月7日～9日（点灯時間16：00～21：00）

記念列車「篠ノ井線 110 周年号」が 10 月
13 日、JR 塩尻駅－明科駅間で運行され、明
科駅で出発式が行われました。当日は、宮澤
市長が一日駅長を務め、記念列車に出発の合
図を送りました。記念列車には昭和 61 年ま
で使われていた旧型の車両が使用され、集
まった多くの鉄道ファンなどが写真を撮って
いました。明科駅は 1902 年（明治 35 年）6
月 15 日に開業、同年 12 月 15 日には篠ノ井
線全線も開通し、本年 110 年を迎えました。
地域の重要な公共交通機関として利用されて
きた篠ノ井線と明科駅。平成 26 年の北陸新
幹線金沢延伸により、明科駅は長野から安曇
野をつなぐ主要な駅として、また、市の東の
玄関口としてその役割が期待されます。

11/7　国営アルプスあづみの公園「Ring	Ring	Magic」

10/13　「篠ノ井線 110 周年号」出発式

色とりどりの光に包まれる

篠ノ井線と明科駅が110周年

第 44 回安曇野観光草競馬大会（安曇野競馬愛好会
主催）が 10 月 13 日、穂高牧の市営牧運動場で開催さ
れました。この日は、市内や県内外から競走馬やポニー
など約 20 頭が出走しました。

秋空の下、競走馬の迫力ある走りと、ポニーのかわ
いらしい走りにレースごとに観客から大きな声援が送
られていました。また、会場には小動物のふれあい広
場やポニーの乗馬体験も設けられ多くの家族連れでに
ぎわいました。

毎年乗馬体験を楽しみに来ている横内桜
お と や

都弥くん
（穂高有明・7 歳）と妹の虹

こ こ な

々菜ちゃん（5 歳）は「馬
に乗ったら、パパより身長が高くなった」とうれしそ
うに話してくれました。また、馬が好きで、塩尻市の
高ボッチから佐久市望月まで、１年中あちこちの草競
馬を見て回っているという村上昌

しょういち

一さん・咲
さ き こ

子さん夫
妻（穂高）は「今日は、親せきの馬が出場しているの
で応援したい」とレースを見守っていました。

10/13　第 44 回安曇野観光草競馬大会

秋晴れの下 ２０頭が疾走

小学生を対象にした「穂高人形の鎧を着てみよう」
と題したワークショップが 10 月 21 日、穂高交流学習
センター「みらい」で行われました。この催しは市内
各地のオフネを紹介する「安曇野のお祭り展Ｉ」（安
曇野のお祭り展実行委員会主催）の関連イベントとし
て行われたものです。当日は、13 組 15 人が参加。穂
高人形保存会の会員の皆さんが、穂高神社の御船祭り
で飾られる穂高人形の着物や鎧を、子どもたちに着付
けました。戦国時代の武将姿になった参加者と家族は、
会場に展示された穂高人形を背にそれぞれ記念写真を
撮っていました。伊達政宗の鎧を着た西

に し お

尾耕
こ う た

太くん（豊
科南小 2 年）は「かっこうよく着ることができまし
た」と鎧姿に満足そうでした。また、髙

た か の

野真
ま ほ

穂ちゃん・
敦
あ つ し

士くん（穂高北小 2 年）の父親の愼
しんいち

一さんは「子ど
もたちが地域の伝統行事に興味をもってもらえば」と
話していました。
「安曇野のお祭り展Ｉ」は豊科郷土博物館では 12 月

2 日まで、豊科・穂高両交流学習センターでは 12 月 1
日まで行われています。

10/21　ワークショップ「穂高人形の鎧
よろい

を着てみよう」

戦国時代の武将に変身

第 13 回安曇野の自然と文化を考える会発
表会（平

ひ ら た

田進
のぶあき

彬会長）が、11 月 2 日から 4
日まで碌山公園研成ホールで開催されまし
た。この発表会は、会員相互の研さんと地域
文化の振興を目的に行われているものです。会
場では、絵画や彫刻、写真、華道、昆虫の標本
などさまざまな作品約 280 点が展示されま
した。今回は碌山美術館の建設や運営に貢
献された所

ところ

四
し で お

出男先生の特別企画展も同時
に行われ、多くの人が訪れていました。

9 月に行われたロンドン・2012 パラリン
ピックの陸上競技（車イス）に出場した樋
口政幸選手（豊科）が 10 月 25 日、宮澤市
長を表敬訪問し、県安曇野庁舎で大会の様
子などを報告しました。大会では 800㍍で
14 位、フルマラソンで 13 位の成績でした。
樋口選手は「外国選手の本番での強さを肌
で感じた。力を付けて次の大会も出場した
い」と話しました。宮澤市長は「市民に期
待と感動を与えてもらった。次も頑張って
ほしい」とねぎらいました。今後はトラッ
ク競技に専念するという樋口選手。次回の
ブラジル・リオデジャネイロ大会では日本
人初のトラック競技決勝進出を目指します。

11/3　第１３回安曇野の自然と文化を考える会発表会

10/25　樋口政幸選手パラリンピック出場報告

地域文化の振興を願って

リオ大会に向け再始動


